
「ベテスダの池」 ヨハネ５：６ 2011年 6月 19日 聖日家族礼拝

１．ベテスダと呼ばれる池の横に、一人の男の人が横たわっています。この人は池に入ろうと

して、長い間ずっとずっと待っているのです。

さて、いきなりここで問題です！この男の人は、なぜ池に入りたいのでしょうか？

２．①「泳ぎを練習してオリンピックに出たいから」

池で泳いでムキムキになって、目指すはオリンピックなのです！

３．②「この池は実は温泉だったからビバノンノンしようと思った」

いい湯だな～あははん♪ ということで、温泉につかろうと思ってやってきていた。

４．③「病気を治したいと思っていた」

ベテスダの池には病気を治す力があると信じられていたので、池に入ろうとしていた。

５．①「オリンピックに出たい」 ②「ビバノンノンしたい」 ③「病気を治したい」 どれ？

６．答えは、「病気を治したい」でした。

７．「私は病気にかかってもう 38年にもなる、でもまったく治らない。あぁ、この池に入る

ことができるなら、私の病気は治るかも知れないのに･･･。この池の水が動いた時、病気の

人が中に入るならいやされると、そのように言われているのに･･･。入りたい、でも入れな

い、私はもうこの目の前の池に飛び込む力さえもなくなってしまったのだ･･･」

８．そんな彼のもとに、イエス様が来られたのです！そして心配そうに、優しく語りかけてく

ださいました。

イエス様「治りたいのですか？」

男性 「水が動いたら入りたいのに、誰も私を入れてくれません。私が入る前に、どんどん

別の人たちが入ってしまうのです･･･」

９．イエス様は偉大なるその力を用いて、この男の人の病気を治してあげました！

男性「イエス様、ありがとございます！私は治ったんだ、本当に治ったんだー！！」

１０． 「その人に『なおりたいのか』と言われた。」ヨハネ５：６

これはイエス様がおっしゃった言葉です。この男の人は、治りたいに決まってるよね。でも

イエス様は、あえて問いかけました。それは“信仰”が大切だからです。イエス様を信じて、

そしてイエス様にゆだねること、それが大切なんだね。イエス様はその気持ちをこの男の人か

ら引き出したんだ。そして大いなる御業をなさいました。イエス様を信じること、信仰って、

本当に大切なんですよね。

私たちもイエス様を信じて、信仰を持って歩んでいきましょう。 おしまい。


